
計算書類に対する注記（法人全体用）

1.重要な会計方針

（1）有価証券の評価基準及び評価方法

　　 満期保有目的の債券：償却原価法は重要性がないため適用しておりません。時価情報は、決算日の

　　 市場価格に基づく時価を注記しております。

（2）棚卸資産の評価方法

　　 貯蔵品については、最終仕入原価法、その他の棚卸資産については総平均法を適用しております。

（3）固定資産の減価償却の方法

    ① 建物、構築物、車輌運搬具、器具及び備品、権利、ソフトウェア

      定額法によっております。

    ② リース資産

　　  ・所有権移転外ファイナンス・リース取引にかかるリース資産

　　  リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

（4）引当金の計上基準

　  ① 賞与引当金の計上基準：職員に対する賞与の支給に備えるため、当該会計年度の負担に属する額

      を見積り、計上しております。

　  ② 退職給付引当金の計上基準：職員の退職給付に備えるため、当該会計年度末までに負担するべき

      額を見積り、計上しております。

　  ③ 徴収不能引当金の計上基準：債権の徴収不能による損失に備えるため、金銭債権のうち、徴収不能

      見込額を計上しております。

（5）消費税等の会計処理

　　 消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

（6）リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンスリース取引

　　 引き続き、通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用しております。

2.法人で採用する退職給付制度

社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団が定める職員退職手当支給規程に基づき支給しております。また、規程

に基づき、退職金の一部を独立行政法人福祉医療機構が実施する退職共済制度に外部拠出しております。

3.法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

当法人の作成する計算書類は、以下のとおりになっております。

（1）法人全体の計算書類（会計基準省令第1号第1様式、第2号第1様式、第3号第1様式）

（2）事業区分内訳表（会計基準省令第1号第2様式、第2号第2様式、第3号第2様式）

（3）社会福祉事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第3号第3様式）

　　 なお、日中一時支援事業については、公益事業に該当するが、花園、あげお、嵐山郷の障害者支援

　　 施設拠点区分と実質的に一体として実施しているため、社会福祉事業としております。

（4）公益事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第3号第3様式）

（5）収益事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第3号第3様式）

　　 当法人では、収益事業を実施していないため作成しておりません。



（6）各拠点区分におけるサービス区分の内容

【社会福祉事業区分】

ア　本部事務局拠点区分

イ　上里学園拠点区分

ウ　おお里拠点区分

エ　いわつき拠点区分

オ　いわつき乳児院拠点区分

カ　花園障害者支援施設拠点区分

　・障害者支援施設（生活介護）サービス区分

　・障害者支援施設（施設入所支援）サービス区分

　・短期入所サービス区分

　・共同生活援助サービス区分

　・日中一時支援事業サービス区分

キ　あげお拠点区分

　・障害者支援施設（生活介護）サービス区分

　・障害者支援施設（施設入所支援）サービス区分

　・短期入所サービス区分

　・相談支援事業サービス区分

　・共同生活援助サービス区分

　・日中一時支援事業サービス区分

ク　嵐山郷福祉型障害児入所施設拠点区分

　・福祉型障害児入所施設サービス区分

　・短期入所サービス区分

　・日中一時支援事業サービス区分

ケ　嵐山郷障害者支援施設拠点区分

　・障害者支援施設（生活介護）サービス区分

　・障害者支援施設（施設入所支援）サービス区分

　・短期入所サービス区分

　・共同生活援助サービス区分

　・日中一時支援事業サービス区分

コ　嵐山郷医療型障害児入所施設・療養介護事業所拠点区分

　・医療型障害児入所施設サービス区分

　・療養介護事業所サービス区分

　・短期入所サービス区分

　・日中一時支援事業サービス区分

サ　嵐山しらこばと保育園拠点区分

シ　皆光園拠点区分

　・障害者支援施設（生活介護）サービス区分

　・障害者支援施設（施設入所支援）サービス区分

　・短期入所サービス区分

　・デイサービスセンターサービス区分

ス　そうか光生園拠点区分

　・障害者支援施設（生活介護）サービス区分

　・障害者支援施設（施設入所支援）サービス区分

　・短期入所サービス区分

　・相談支援事業サービス区分

　・地域活動支援センターサービス区分

セ　あさか向陽園拠点区分

　・障害者支援施設（生活介護）サービス区分

　・障害者支援施設（施設入所支援）サービス区分

　・短期入所サービス区分　

　・就労継続支援B型サービス区分

ソ　障害者交流センター拠点区分

タ　あすなろ学園拠点区分

　・障害福祉サービス事業所（生活介護）サービス区分

　・就労継続支援B型サービス区分



【公益事業区分】

チ　嵐山郷障害者歯科診療所拠点区分

ツ　皆光園障害者歯科診療所拠点区分

テ　そうか光生園障害者歯科診療所拠点区分

ト　あさか向陽園障害者歯科診療所拠点区分

ナ　皆光園聴能言語訓練事業拠点区分

ニ　そうか光生園聴能言語訓練事業拠点区分

4.基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりです。

(単位：円)

5.基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

6.担保に供している資産

該当なし

7.有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び、当期末残高は以下のとおりです。

(単位：円)

【有形リース資産の内容】

そうか光生園障害者歯科診療所拠点区分
歯科ユニット、全身麻酔器、ベッドサイドモニタ、デジタルパノ
ラマ装置、総合型コンピューターシステム、全身麻酔機

あさか向陽園障害者歯科診療所拠点区分
パソコン、パノラマレントゲン装置一式、全身麻酔器装置一式、
歯科ユニット、電子カルテ搭載システム、歯科ユニット

そうか光生園聴能言語訓練事業拠点区分 補聴器特性測定器

障害者交流センター拠点区分 プロジェクター、業務支援システム一式
嵐山郷障害者歯科診療所拠点区分 歯科診療ユニット

皆光園障害者歯科診療所拠点区分
パノラマ断層Ｘ線撮影装置、レセプトコンピューターシステム、
歯科用ユニット装置

皆光園拠点区分 パソコン、支援記録ソフト
そうか光生園拠点区分 仰臥位入浴装置、車いす用スロープ付き軽自動車（２台）
あさか向陽園拠点区分 パソコン、キャラバン（福祉車両）

あげお拠点区分 温冷配膳車

嵐山郷障害者支援施設拠点区分
電動運搬車、食器洗浄機、パソコン、乾燥機、脱水機、シーツア
イロナー、小型乗用自動車、支援計画記録システム、乾燥機

嵐山郷医療型障害児・療養介護事業所拠点区分
医用テレメータ・送信機、電動運搬車、画像サーバー・画像処理
装置、一般Ｘ線撮影装置、臨床化学自動分析装置

拠点区分名 有形リース資産名
本部事務局拠点区分 パソコン
おお里拠点区分 パソコン

構築物 223,770,342 127,486,603 96,283,739

建物(基本財産) 3,973,363,117 1,613,127,081 2,360,236,036

 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

193,111,124 170,210,196建物 363,321,320

土地(基本財産) 73,000 0 73,000

73,000

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 73,000 0 0

2,360,236,036

定期預金 10,000,000 0 0 10,000,000

建物 2,466,647,627 0 106,411,591

合計 2,476,720,627 0 106,411,591 2,370,309,036

機械及び装置 38,038,112 37,312,818 725,294

車輌運搬具 120,569,907 110,758,609 9,811,298

合計 5,857,736,928 2,856,795,560 3,000,941,368

器具及び備品 629,653,858 567,339,858 62,314,000

建設仮勘定 170,780,000 0 170,780,000

有形リース資産 338,167,272 207,659,467 130,507,805



8.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

9.関連当事者との取引の内容

該当なし

10.重要な偶発債務

該当なし

11.重要な後発事象

該当なし

12.合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

該当なし

13.その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らか
にするために必要な事項

該当なし


